夢の 卵 
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ら、 重い 鈍い 声が 四方から 王子へ 呼びかけて きました。 

「誰 だ？」 

「何し に 来た？」 

「どこの 者 だ？」 

「どこへ 行く の だ？」 

「何者 だ？」 

うす あ 力 

王子 は 薄ら 明りに きっと 見廻し ましたが、 ただ 声 だ 

けで 何の 姿 も 見えず、 大きな 木 が^け 物の ように 立ち 

並んで る だけでした。 そして 森 全体 はや はり、 ご ー ッ 

ご ー ッと 唸り 続けて いました。 

王子 は 恐ろし さに 震え上がりそう なの を、 じっと 押 



しこらえ て、 剣の 柄 を 握りし めながら、 一 生 懸命に 叫 

び 返して やりました。 

「僕 はこの 山の 下の 城の 王子 だ。 森の 樫の 木に 逢いに 

来た。 どこに いるの だ？ 返事 をし ないか」 

すると、 「お ー う」 という ほえる ような 声が 一 つ、 森 

ひときわ 

の 唸り 声の 中から 一 際 高く 聞こえて きました。 王子 は 

もう 命が けにな つて、 その 声の 聞こえた 方へ、 茨 や 

葛 の 中 を 踏み分けて 進んで ゆきました。 

しばらく 行く うちに、 はるか 向- J うの 方から、 ぼ ー つ 

と 薄 赤い 光が さしてき ました。 王子 はにわ かに 力強く 

なって、 その 光の 方へ 飛んで 行きました。 そして、 



は 知りました。 森の 唸り 声 はいつ の 間に かやんで いま 

した。 

鳥 は そのめ のうの ような 赤い 眼で、 王子の 姿 を じつ 

と 眺め ましたが、 しばらく するとい きなり 大きな 翼 を 

広げて、 王子の 前に 飛び下りて きました。 そして 足 を 

屈め 頭 を 垂れて、 背中に 乗れと でもい うような ようす 

をし ました。 王子 はちよ つと 迷い ましたが、 鳥の めの 

う 色の やさしい 眼 を 見る と、 すっかり 信じき つた 気持 

<ぴ すじ 

ちに なって、 その 背中へ 飛び乗って、 柔らかい 首筋へ 

し つ かとしが みつきました。 

王子が 背へ 乗る が 早い か、 鳥 は 大きな 金色の 翼 を 動 



精に 逢った のです」 

「それで は、 その 夢の 精と か を ひっとらえて やろう」 

と 国王 は 言いました 

その上、 王子が 帰られた の を 喜びに 出て 来る 強い 

家来 達が、 皆して 国王の 企 てに 賛成し まして、 すぐに 

も 魔法使い 退，. 治の 用意に かかろうと していました。 も 

うどうに も 出来ませんでした。 

王子 は 初めて 悲しくて たまりませんで したが、 その 

うちに、 ふと 考え直して きました。 国王 や 強い 家来 達 

いけど 

の 助け を かりて、 あの 夢の 精 を 生 捕りに する ことが 出 

来たら！ そう 思う と 急に 元気が 出て きました。 



てきます。 またい つか 時が 来たら、 その 卵が かえって、 

, J ん じき 

金色の 鳥が 生まれ 出ます。 私の 言葉 を 疑って はいけ ま 

のぼ 

せん。 そして また 二度と 森の 中に 上って 来て はいけ ま 

せん」 

それだけ 言つ て 老人の 姿 は 消えて しまいました。 

王 子 は 不思議な 気が して 夢から さめました。 起き 上 

うす あ 力 

がると、 もう 東の 空が 薄紅くな りかけ ていました。 王 

子 は 国王と 女王との 所へ 駆けて 行きました。 国王 も 女 

王 も 起き上が つ ていました。 

「今 私達の 方から あなた を 起こしに 行こうと 思つ て い 

たと ころです よ」 と 女王 は 言いました。 
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